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会場：ちがさき市民活動 
     サポートセンター 

プラス

3 月9 日 (日) 
10：00～15：30 

まつり盛り上げ隊  募集
❕ 

◎こども隊員…当日会場の受付、風船くばり、景品渡し、会場案内など 

《体験時間》①9:45～10:15 ②10:45～11:15 ③12:45～13:15 ④13:45～14:15 

①～④各回 3名、申込制・先着順 で申込みを受付けます（左記QRコードより申込み） 

◎おとな隊員…事前準備から当日の運営、片付けなど（定員 10名） 

               ＜詳細はお申込み後、個別に対応します＞ 

サスティナブルアクション 

いつでも誰でも楽しめる ♪   

さぽちゃんワードラリー 
みんなでつくる 

 さぽちゃんアート 

魔法のチョークで 

描くよ 

“何かしたい…” そんなあなたのチカラ
．．．

を待っています♪  会員証もあるよ⇒ 

▲ 
「まつり盛り上げ隊」の 

申込みはコチラ 
 

💛 

<会員証> 

001 さぽちゃん 

ひとりで活動できる人ならどなたでもチャレンジ！ 
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地域課題の解決を目指して多様な関係主体同士がど
のように事業化を検討して実現していくのか、協議体
「るーたー大磯」が企画したフリーペーパ－発行事業
を題材に、連携・協働のポイントについて学びました。 

大磯町は人口 3 万人ほど。今でもヘルパー事業所な
どが少なく高齢者本人が望む暮らしの実現を支える人
が不足しており、2040 年には高齢化率 42.7％、40～64
歳の現役世代が 3,000 人も減少(！)と予測されている
とのこと。危機感をもって地域福祉計画のアンケート
結果を見ると、福祉への関心度は比較的高いのに（とて
も、ある程度関心がある、をあわせると約 70％）、地域
の福祉活動に参加したいと回答した人の割合が 10.8％ 

しかなかったことから、「活動に参 
加していない」層に対してまずは 
知ってもらい、福祉と介護の課題 
を自分ごととして考えてもらうた
めに、フリーペーパー全戸配布と 
いう決断に至ったそうです。 

NPO 講座 3 「生活支援体制整備事業」の事例から学ぶ～ 
協働・連携事業のつくり方 

◇日 時：1月16日(木) 14:00～16:00    ◇参加者：15名             
◇講 師：細住 孝次さん（社会福祉法人大磯町社会福祉協議会 事務局長）  

ゲストスピーカーに PuHU（プフ）を迎えて地域
を大切にしながら人と人、人と地域がつながるための
方法を教えてもらいました。PuHU は「わくわくする」
「知る」「気づく」「やってみる」「つなぐ」を肝

キ モ

として
アメーバー組織で活動している茅ヶ崎の団体。PuHU の
「あり方」をインストールした代表を含めたメンバー
を PuHU メイトと呼んでいます。成就院のお寺マルシ
ェ（毎月第 2 日曜日）で健康案内所を設け健康相談や
ちょっとした工作・運動などわくわくする楽しみを取
り入れた健康おせっかいをしたり、PuHU メイトの「や
りたい」に共感し、できるときに都度できる人が協力し
あう、いま風の体制で活動しています。 

共同代表の熊切さんからは「本当に必要な人へ届け
たい」溢れんばかりの熱い思
いが、白井さんからは、「楽し
まなきゃ始まらない」「誰も
が誰かを元気にすることが
できる」と優しさとポジティ
ブさをあわせもつ空気が広

 

◆日 時：1 月 11 日(土) 14:00～16:00 ◆参加者：19 名 
◆ゲストスピーカー：（共同代表）熊切 つぐ美さん・白井 幸子さん             
   （PuHU＊～わくわくする健康おせっかい～〔旧コミュニティナース茅ヶ崎〕） 
                  

                             がり、会場全体が和らぎました。 
PuHU メイト 3 名からは、地域に入り込み実施して

いる認知症カフェや口腔体操など、健康にいるための
おせっかい話がありました。「人に寄り添う方法は人の
数だけある」と知ることができ、自分にも何かできるか
もと考えるきっかけとなりました。 

後半は「わくわくする健康おせっかい」についてグル
ープで意見交換。「一人暮らしになった方に声をかけて
いくのはどうか」と具体的なアイデアも寄せられ、アン
ケートの感想では「人間関係、近隣関係が希薄だからこ
そ、“健康おせっかい”は広げていくべき」「自分もおせ
っかい上手になりたい」「PuHU の輪が広がるために地
域に広報する」など、おせっかいが大切なコミュニケー
ションの一つだと認識されました。 

さっそく翌日のお寺マルシェには参加者の訪れがあ
り、次回の設営を手伝ってくれる PuHU メイトが増え
たとの嬉しいご報告！小さなつながりも生まれ、これ
から PuHU の「あり方」がこの街にじわじわと浸透し
そうです。 

地域で活きるあなたの力 ちょこっと健康おせっかい 
 

Pump up （わくわくする）
Helpful （健康おせっかい） 
Us （わたしたち）  

後半では、参加者同士が「多様 
な主体が共通の目的の達成に向け 
て協働・連携するうえで大切なこ 
と」をテーマに意見交換。また、 
NPO サポートちがさき協働コー 
ディネーターの小山より、茅ヶ崎 
でのネットワーク形成支援事例や座間市生活援護課の
困窮者支援の事例を紹介しました。 
 参加者からは、「協働・連携を進めるためのきっかけ
として、まずは本音で語り合う、お互いに共感し、顔の
見える関係を作っていく、語り合う場を作ること」「人
との関係を作るためには、わからなくても飛び込む勇
気と行動力が必要」「40～50 代にこそ読んでほしいと
いうコピーも含めてすっかり戦略どおりに引き込まれ
た。協議体にその世代の方々がいて尽力している姿を
見て身近に感じた」「大磯町の高齢福祉の取り組みに引
続き注目していきたい」などの感想がありました。 
 

創刊号はサポセン
でも配架中♪ 
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